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● 平成24年度本宮市表彰式
● 上半期予算執行状況公表
● 人事行政運営状況公表

平成24年12月号の主な内容
秋祭りにぎやかに開催秋祭りにぎやかに開催

　10月26日から28日までの３日間本宮秋
祭りが、また11月11日にはしらさわ秋祭り
が開催されました。今年は、元気なちびっ
こ御輿も登場し祭りを盛り上げました。

　10月26日から28日までの３日間本宮秋
祭りが、また11月11日にはしらさわ秋祭り
が開催されました。今年は、元気なちびっ
こ御輿も登場し祭りを盛り上げました。

　10月26日から28日までの３日間本宮秋
祭りが、また11月11日にはしらさわ秋祭り
が開催されました。今年は、元気なちびっ
こ御輿も登場し祭りを盛り上げました。
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平
成
24
年
度
の
本
宮
市
表
彰

式
は
、
11
月
３
日
文
化
の
日
に

本
宮
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ

た
り
地
域
振
興
、
社
会
福
祉
や

防
災
活
動
な
ど
の
分
野
で
地
域

に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
多
額

の
寄
附
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
市
の
振
興
発
展
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
自
治
功
労
に
１
人
、

特
別
功
労
に
４
人
、
一
般
功
労

に
12
人
、
善
行
表
彰
に
13
人
の

皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
表
彰

自
治
功
労
表
彰

　

本
宮
市
消
防
団
長
お
よ
び
団
員
と
し

て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ

り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命

財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。渡邊一雄さん

（長屋字蒲池）

特
別
功
労
表
彰

特
別
功
労
表
彰

　

保
護
司
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
更
生

保
護
と
犯
罪
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

田村壽美子さん
（本宮字下町）

　

本
宮
市
消
防
団
白
沢
地
区
隊
長
お

よ
び
団
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消

防
行
政
に
携
わ
り
、
地
方
自
治
の
確

立
と
住
民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

鈴木義広さん
（白岩字根岸）

　

本
市
と
の
交
流
事
業
と
し
て
積
極
的

に
活
動
さ
れ
地
域
の
振
興
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
震
災
に
関
連
し

た
多
く
の
復
興
支
援
を
さ
れ
ま
し
た
。

相模女子大学
学長  谷崎昭男さん
（神奈川県相模原市）

　

本
宮
市
民
元
気
い
き
い
き
応
援
プ

ラ
ザ
の
事
業
に
対
し
て
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
子
育
て
支
援
な

ら
び
に
高
齢
者
の
福
祉
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

学校法人郡山開成学園
理事長　関口　修さん
（郡山市開成）

一
般
功
労
表
彰

一
般
功
労
表
彰

　

本
宮
市
消
防
団
本
宮
副
地
区
隊
長

兼
船
舶
部
長
お
よ
び
団
員
と
し
て
多

年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ
り
、

地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命
財

産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。木下幸英さん

（本宮字荒町）
　

本
宮
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
長
お
よ
び

団
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に

携
わ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生

命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。三瓶敏明さん

（白岩字埋内）

　

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携

わ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生

命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

菅野秀春さん
（本宮字坊屋敷）

　

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携

わ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生

命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

中條　裕さん
（本宮字反町）

　

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携

わ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生

命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伊藤正宏さん
（青田字庄内）

　

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携

わ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生

命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

渡辺克彦さん
（荒井字三本松）

　

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携

わ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生

命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

會田英樹さん
（仁井田字下ノ原） 

　

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携

わ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生

命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

阿部正明さん
（関下字前田）

　

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携

わ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生

命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

渡邉和也さん
（和田字学校前）

平
成
平
成
2424
年
度
本
宮
市
表
彰
式

年
度
本
宮
市
表
彰
式
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本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団

員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政

に
携
わ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住

民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

石川豊学さん
（白岩字宮ノ下）

　

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団

員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政

に
携
わ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住

民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

安達哲也さん
（稲沢字松森）

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小野　進さん
（仁井田字下ノ原）

善
行
表
彰

善
行
表
彰

　

就
学
支
援
と
し
て
多
額
の
寄
附
を

寄
せ
ら
れ
本
市
の
教
育
行
政
の
振
興

発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

相原　義文さん
相原ミサヲさん
（糠沢字鴨内）

　

本
市
の
振
興
発
展
に
意
を
注
が
れ

多
額
の
寄
附
を
寄
せ
ら
れ
市
政
進
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

橋
本
佐
久
さ
ん

（
千
葉
県
千
葉
市
）

　

本
市
の
振
興
発
展
に
意
を
注
が
れ

多
額
の
寄
附
を
寄
せ
ら
れ
市
政
進
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

橋
本
文
子
さ
ん

（
千
葉
県
千
葉
市
）

　

本
市
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
意
を

注
が
れ
多
額
の
寄
附
を
寄
せ
ら
れ
市

政
進
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　

渡
邉
隆
之
さ
ん

（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　

多
年
に
わ
た
り
本
宮
駅
と
市
役
所

に
善
意
の
生
け
花
を
展
示
さ
れ
市
民

の
心
を
和
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

野地照代さん
（本宮字葭ヶ入）

　

多
年
に
わ
た
り
本
宮
駅
と
市
役
所

に
善
意
の
生
花
を
提
供
さ
れ
市
民
の

心
を
和
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小松生花店
代表 小松繁雄さん
（本宮字南町裡）

　

東
日
本
大
地
震
と
原
子
力
災
害
か
ら

早
期
復
興
を
図
る
た
め
と
し
て
放
射
能

測
定
器
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
寄
附

を
寄
せ
ら
れ
本
市
の
災
害
復
興
活
動
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

本宮ライオンズクラブ
会長 落合良二さん
（本宮字九縄）

　

児
童
の
情
操
教
育
と
し
て
ぬ
り
絵
・

ら
く
が
き
帳
な
ど
の
多
く
の
寄
附
を
寄

せ
ら
れ
本
市
の
教
育
行
政
の
振
興
発
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

共栄印刷株式会社
代表取締役
有賀隆宏さん

（郡山市田村町）
　

被
災
地
慰
問
公
演
と
し
て
本
市
に
お

い
て
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・

ダ
ン
ス
を
公
演
さ
れ
市
民
の
心
の
復
興

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

トリニティ・
アイリッシュ・ダンス
芸術監督

マーク・ハワードさん

　

香
川
県
直
島
町
に
本
市
児
童
を
招
待

す
る
事
業
を
実
施
さ
れ
児
童
の
健
全
育

成
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ベネッセアートサイト直島
代表

福武總一郎さん
（香川県直島町）

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援
金
と
し

て
多
額
の
寄
附
を
寄
せ
ら
れ
本
市
の
災

害
支
援
活
動
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

佐藤工業株式会社
取締役社長
加藤眞司さん
（福島市泉）

　

本
市
の
振
興
発
展
に
意
を
注
が
れ
多

額
の
寄
附
を
寄
せ
ら
れ
市
政
進
展
に
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

本宮自動車学校
設置者

石橋英雄さん
（高木字舟場）

統計調査員3人が国・県の統計功労で表彰統計調査員3人が国・県の統計功労で表彰
福島県統計功労者表彰
　長尾良夫さんと根本 博さん
が、平成24年度福島県統計功
労者表彰を受賞されました。
　長尾さんと根本さんは、統
計調査員として25年従事され、
統計調査の重要性を認識し、
円滑な調査実施に努力され福
島県知事から表彰されました。

長尾良夫さん
（本宮字富ケ峰）

根本　博さん
（高木字原）

経済産業省所管統計調査功労統計調査員に
対する感謝状
　石井 林さんが、平成24
年度経済産業省所管統計調
査功労統計調査員に対する
感謝状を受賞されました。
石井さんは、同調査におけ
る調査員としての長年の功
労に対し、経済産業省大臣
官房調査統計審議官から表
彰されました。

石井　林さん
（本宮字花町）

3 広報もとみや 12 月号



TOPICS 話 題

　

秋
の
叙
勲
が
11
月
３
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
本
宮

市
か
ら
は
根
本
善
裕
さ
ん
（
白
岩
字
根
岸
）
が
旭
日
小
綬

章
を
受
章
さ
れ
、
伝
達
式
は
６
日
福
島
市
の
知
事
公
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旭
日
章
は
各
分
野
で
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら

れ
ま
す
。

平
成
24
年
度
秋
の
叙
勲

根
本
善
裕
さ
ん
が
旭
日
小
綬
章
を
受
章

【略歴】　昭和58年に白沢村議会
議員に当選以来、合併後平成23
年7月までの8期27年9カ月に
わたり在職。平成3年から3年間
白沢村議会議長を務め地方自治
の発展に尽力した。また、安達
地方農業共済組合理事、同組合
長を歴任した。

根本さん喜びの声

根本善裕さん

消防団の秋の大行事
秋季消防連合観閲式秋季消防連合観閲式

　本宮支部秋季消防連合観閲式が、11月４日に
大玉村村民運動場で開催されました。
　消防団関係者約500人が参加し、通常点検や
中隊訓練、分列行進が実施されました。
　また、支部ラッパ隊によるドリル演奏も行わ
れ、日頃の訓練の成果を披露しました。

伊藤さんに厚生労働大臣表彰

五十嵐さんに法務大臣表彰

　伊藤和子さん（本宮字舘町）は長年に
わたる食生活改善の取り組みが認めら
れ、厚生労働大臣表彰を受賞されました。

　五十嵐住男さん（本宮字馬場）は、
長年にわたる人権の擁護と人権尊重思
想の普及活動が評価され、法務大臣表
彰を受賞されました。

　伊藤さんは、昭和56年から食生活改善
推進員として31年にわたり、地域に根ざ
した健康づくり活動を行ってきました。

　五十嵐さんは、平成12年から現在までの12年間、
人権擁護委員として多くの人権相談事案を適切に処理
するとともに意欲的に各種啓発活動に尽力されました。

民生児童委員の
3人に感謝状

　第66回福島県社会福祉大会が11
月２日二本松市民会館で開催され
ました。席上、長年にわたり地域
の福祉向上に努められている民生
児童委員の石川純夫さん（関下字
仲之内）、宍戸喜代子さん（岩根
字本郷）、渡辺宮子さん（白岩字
柳内）に、県知事から感謝状が贈
られました。

高松市長に受賞の報告をする、左から
石川純夫さん、宍戸喜代子さん、渡辺宮子さん

中條さんに環境大臣表彰
　環境省の自然公園指導員として
活動している中條敦さん（本宮字
反町）が自然公園関係功労者環境
大臣表彰を受賞されました。

　中條さんは磐梯朝
日国立公園で長年に
わたり自然解説やご
み持ち帰り運動、パ
トロールをするなど
自然保護思想の普及
啓発などに尽力され
ました。

　

家
族
は
も
と
よ
り
地
域
の
皆
様

の
お
か
げ
で
、
受
章
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
後
も
、
地
域
発
展
の
た
め
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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TOPICS 話 題題

　

秋
の
風
物
詩
、
本
宮
、
白
沢
の

秋
ま
つ
り
は
今
年
も
大
勢
の
人
出

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
祭
り
情
緒
を

醸
し
出
し
た
「
先
囃
し
」、
勇
壮

な
「
裸
神
輿
」、
華
麗
な
「
真
結

女
御
輿
」
が
運
行
さ
れ
た
も
と
み

や
秋
ま
つ
り
。
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

演
舞
や
大
ビ
ン
ゴ
大
会
、
浪
江
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
舞

踊
「
ふ
る
さ
と
浪
江
」
も
披
露
さ

れ
た
し
ら
さ
わ
秋
祭
り
。
恒
例
の

牛
乳
早
飲
み
、
麦
と
ろ
早
食
い
、

湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
で
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
お
祭
り
で
し
た
。

　

今
年
の
お
祭
り
で
は
、
新
た
に

「
ち
び
っ
こ
御
輿
」
が
加
わ
り
、

市
内
の
子
ど
も
た
ち
１
９
０
人
が

参
加
し
、
ま
つ
り
に
華
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
埼
玉
県
上

尾
市
の
皆
さ
ん
に
も
お
越
し
い
た

だ
き
、
本
宮
の
秋
を
満
喫
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
７
日
、
創
業
88
年

の
歴
史
を
持
つ
フ
ル
ー
ツ
小
売

り
、
加
工
販
売
の
老
舗
店
「
青
木

商
店
」（
郡
山
市
）
と
企
業
立
地

基
本
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
市
工
業
団
地
に
加
工
工
場
と

事
務
所
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
市
内

に
お
け
る
雇
用
創
出
と
震
災
か
ら

の
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
歓
迎
し
て
お
り
ま

す
。

　

11
月
18
日
は
、
市
町
村
対
抗
の

ふ
く
し
ま
駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
の
総
合
10
位
に
続
き
、

今
年
も
総
合
第
13
位
、
市
の
部
第

11
位
と
大
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
タ
ス
キ
を

つ
な
い
で
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
元
気
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
応

援
に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。（
詳
し
く
は
広
報
も
と
み
や

１
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。）

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
と

な
り
ま
し
た
。
安
達
太
良
山
も
雪

化
粧
し
、
寒
さ
が
身
に
し
み
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
も
寒

さ
に
負
け
な
い
よ
う
ご
自
愛
い
た

だ
き
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
11
月
19
日
執
筆
）

「
秋
か
ら
冬
へ
」 本 宮 市 長

高 松 義 行

こんにちは市長ですこんにちは市長です Vol.5

上尾市小泉事務区役員の皆さんが本宮市を来訪上尾市小泉事務区役員の皆さんが本宮市を来訪
心のこもった義援金をいただきました
　11月5日に、上尾市小泉事務区（成田光和区長）
の役員の皆さん19人が、小泉区民の皆さんの応
援の気持ちがこもった義援金を届けるため、本
宮市を訪れました。
　小泉区では、東日本大震災の復興応援として、
体育祭や盆踊り大会などの事業で義援金を募り、
区民の皆さんの気持ちとともに義援金を届ける
ため訪れたものです。
　高松市長は「区民の皆さんの気持ちを確かに
受け取りました。本当にありがとうございます」
と感謝を述べ、本宮市の復興・復旧の状況につ
いて説明しました。

企業立地基本協定書調印後に握手を交わす
㈲青木商店　青木信博代表取締役（左）と高松市長

埼玉県上尾市小泉事務区役員の皆さん

新たな企業が本宮に！
㈲青木商店と企業立地協定締結㈲青木商店と企業立地協定締結

　11月７日に本宮市と㈲青木商店は企業立地
に関する基本協定を締結しました。同社は本
宮 IC とのアクセスの良さや、同社の事業展開
を考え、進出を決めたものです。
　青木社長は「福島の復興のために雇用の場
をつくり役に立ちたい」とあいさつしました。
　計画では、荒井字恵向地内の工業団地に、
約2,650㎡の事務所および工場を建設する予定
で、平成27年３月の操業時には110人程度の新
規雇用を予定し、その後５年ほどでさらに100
人程度の雇用を予定しています。また、同社
は将来的に工場の増設を行いたいとのことで
した。
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　ホームページもご覧ください。
http://www.city.motomiya.lg.jp/

　◆問い合わせ先
　　財政課　財政係　☎33-1111（内線232）

＜歳入＞

区　　　分 予算現額
（内繰越分）

収入済額
（内繰越分） 収入率

市 税 35億8,216万円 19億4,803万円 54.38%

交 付 税 39億9,493万円 22億3,849万円 56.03%

国からの補助金
19億8,887万円
（5億4,791万円）

4億3,838万円
（0万円）

22.04%

借 入 金
10億9,790万円
（1億6,860万円）

0万円 0%

県からの補助金
72億1,176万円
（5億954万円）

1億5,252万円
（3,225万円）

2.11%

そ の 他
30億6,573万円
（3億5,741万円）

17億3,024万円
（3億5,732万円）

56.44%

合　　　計
209億4,135万円
（15億8,346万円）

65億766万円
（3億8,957万円）

31.08%

＜歳出＞

区　　　分 予算現額
（内繰越分）

支出済額
（内繰越分） 執行率

医療・福祉・保健な
どに関する費用
（民生費・衛生費）

90億6,693万円
（1億3,078万円）

21億4,455万円
（7,824万円）

23.65%

小中学校・幼稚園・社
会教育に関する費用
（教育費）

19億5,801万円
（8,869万円）

5億9,619万円
（1,709万円）

30.45%

道路・公営住宅等に
関する費用（土木費）

15億2,820万円
（2億9,611万円）

6億8,738万円
（1億9,796万円）

44.98%

過去に借りたお金の
返済金（公債費） 10億9,375万円 5億509万円 46.18%

産業を育て経済を活
性化するための費用
（労働費・商工費）

9億9,262万円 2億1,860万円 22.02%

農業振興に関する費
用（農林水産業費）

19億3,557万円
（518万円）

2億4,107万円
（367万円）

12.45%

災害復旧に関する費用
（災害復旧費）

20億5,027万円
（8億4,623万円）

5億5,565万円
（1億6,930万円）

27.10%

その他
（議会費・総務費・
消防費・予備費）

23億1,600万円
（2億1,647万円）

9億8,322万円
（1,109万円）

42.45%

合　　　計
209億4,135万円
（15億8,346万円）

59億3,175万円
（4億7,735万円）

28.33%

予算の状況予算の状況
一般会計
　平成24年度の一般会計は、当初予算143
億8,846万円（内繰越額15億8,346万円）
でスタートしました。上半期には、住宅除
染事業、農地等除染事業、公共施設再生可
能エネルギー等導入事業、米全袋調査支援
事業、室内あそび推進事業等の補正増を
行った結果、65億5,288万5千円増となり、
予算の累計は209億4,134万5千円で当初
比45.5％の増となりました。

【主な補正予算項目】
・住宅除染事業 34億5,656万円
・農地等除染事業 14億5,071万円
・公共施設再生可能エネルギー等導入事業
 2億1,000万円
・米全袋調査支援事業 7,640万円
・室内あそび推進事業 6,198万円
・都市公園除染事業 4,757万円
・企業立地推進事業 4,357万円

予算現額
当初予算額 128億 500万円
補正予算額 65億5,289万円
前年度からの繰越額 15億8,346万円
　　合　計 209億4,135万円

基金の状況基金の状況
　基金は、特定の目的のために積み立てた
資金のことです。

基　　　金　　　名 Ｈ24.9月末残高
財 政 調 整 基 金 12億2,000万円
減 債 基 金 1億2,566万円
震災・原子力災害復興基金 5億1,032万円
地 域 福 祉 基 金 3億9,907万円
教育施設等整備事業基金 1億9,263万円
ふるさと水と土保全基金 1,998万円
文化スポーツ振興基金 1,446万円
白沢総合支所庁舎建設基金 1,128万円

合　　　　　計 24億9,340万円

　※定額運用基金は含んでおりません。

広報もとみや 12 月号 6



本宮市では、「本宮市財政状況の作成及び公表に関する条例」
に基づき市の財政を公表し、財政に対するご理解とご協力
をいただいています。皆さんから納めていただいた税金な
どの収入はどのくらいあるのか、また、そのお金はどのよ
うに使われたのか、上半期（４月１日～９月30日）の財政
状況がまとまりましたので、お知らせいたします。

国民健康保険、介護保険など、一般会計と分けて設置する特定の事業に関
する会計。

使用料金などの収益で運営している会計。本宮市では水道事業があります。

会　　計　　名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険
事業勘定 30億8,334万円 13億2,727万円 43.05% 12億4,652万円 40.43%
直営診療所 1億1,224万円 5,184万円 46.19% 4,267万円 38.02%

後期高齢者医療 2億3,206万円 8,062万円 34.74% 6,643万円 28.63%

介護保険
保険事業 19億1,546万円 9億8,646万円 51.50% 7億7,848万円 40.64%
介護サービス事業 1,346万円 963万円 71.55% 241万円 17.90%

公共下水道事業 9億6,076万円 4億969万円 42.64% 2億8,211万円 29.36%
農業集落排水事業 1億2,949万円 6,252万円 48.28% 7,916万円 61.13%
工業用地造成事業 7億4,672万円 9,511万円 12.74% 13万円 0.02%
工業用地資産運用事業 1億1,462万円 4,789万円 41.78% 0万円 0%
阿武隈川左岸築堤用地取得事業 9,341万円 9,341万円 100.00% 9,272万円 99.26%

合　　　計 74億156万円 31億6,444万円 42.75% 25億9,063万円 35.00%

会　　計　　名 収　　　　入 支　　　　出
予算額 執行額 執行率 予算額 執行額 執行率

水道事業 収益的 8億8,179万円 4億430万円 45.85% 9億808万円 2億5,814万円 28.43%
資本的 2億3,611万円 1,832万円 7.76% 7億3,266万円 4億6,387万円 63.31%

借入金の状況借入金の状況
市債残高
（H24.９月末現在の未償還元金。利子含めない。）

会　　計　　名 金　　　額
一 般 会 計 130億7,957万円

総 務 債 1億8,496万円
民 生 債 1億9,813万円
農林水産債 2億7,675万円
商 工 債 30億円
土 木 債 17億2,108万円
公営住宅債 8,970万円
消 防 債 7,816万円
教 育 債 20億821万円
災害復旧債 618万円
そ の 他 55億1,640万円

公下水道事業特別会計 49億5,169万円
農業集落排水事業特別会計 3億5,244万円
阿武隈川左岸築堤用地取得事業 1億3,822万円

計 185億2,192万円

企業債残高
（H24.９月末現在の未償還元金。利子含めない。）

会　　計　　名 金　　　額
水 道 事 業 会 計 34億5,999万円

債務負担行為残高
（H24.９月末の未償還元金利子及び事務費を含む。）

会　　計　　名 金　　　額
一 般 会 計 5億6,405万円

道路・街路 334万円
社 会 福 祉 2億557万円
農 林 水 産 2億1,801万円
そ の 他 1億3,713万円

工業用地造成事業特別会計 64億4,753万円
計 70億1,158万円

一時借入金の残高
　　一般会計 ……………………… ０万円
　　公共下水道事業特別会計 …… ０万円
　　農業集落排水事業特別会計 … ０万円
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本宮市の人事行政の運営等の状況を公表します
　地方公務員法及び本宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、市職員の給与や職員数、
勤務条件などの人事行政の運営等の状況について公表します。

1．職員の任免や職員数に関する状況
⑴　職員数の推移（各年４月１日現在）

　泫 　本市は平成19年１月１日に合併したことから、合併前に係る数値については、旧本宮町、旧白沢村
の合計の数値を掲載したものです。

⑵　部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
　　　部　門

区　分　　　

普 通 会 計 部 門 公営企業等会計部門 合　
　
　

計

一 般 行 政 部 門 教
育
部
門

議　

会

総　

務

税　

務

民　

生

衛　

生

労　

働

農　

水

商　

工

土　

木

小　

計

病　

院

水　

道

下
水
道

そ
の
他

小　

計

職
員
数

平成23年 4 64 14 60 14 0 12 5 18 191 43 3 9 2 9 23 257

平成24年 4 62 17 63 17 0 12 5 18 198 45 3 6 3 9 21 264
対前年増減数 0 ▲ 2 3 3 3 0 0 0 0 7 2 0 ▲ 3 1 0 ▲ 2 7

　泫 　職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく一般職に属する職員数で、教育長を含みます。

⑶　年齢別職員構成の状況（平成24年４月１日現在）

区　分
20歳
未満

20歳

～

23歳

24歳

～

27歳

28歳

～

31歳

32歳

～

35歳

36歳

～

39歳

40歳

～

43歳

44歳

～

47歳

48歳

～

51歳

52歳

～

55歳

56歳

～

59歳

60歳
以上

計

職員数 2人 13人 24人 12人 15人 26人 27人 19人 34人 48人 42人 2人 264人

　泫 　職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく一般職に属する職員数で、教育長を含みます。

⑷　職員の採用・退職の状況（平成23年４月２日～平成24年４月１日）
区　分 職員数 内　　　　　訳

採用者数 18人 職員採用15人（うち中途採用４人）　再任用職員の採用１人
福島県職員の市町村派遣職員の採用１人　安達地方広域行政組合派遣解除者１人

退職者数 11人 定年６人　自己都合４人　その他１人

2．職員の給与の状況
⑴　人件費の状況（平成23年度一般会計決算）

住民基本台帳人口
（23年度末）

歳出額
A 実質収支 人件費

B
人件費率
B／A

31,216人　 16,072,592千円 653,405千円 2,193,572千円 13.6%

　泫 　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等も含まれます。

200

250

300

350

308

275

295

264

289

257

277

251

273

246

264

239

263

240

257

234

264

243

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（人）

全職員
普通会計
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⑵　職員給与費の状況（平成24年度一般会計当初予算）
職員数
A

給　　　　　　　与　　　　　　　費 一人当たり
給与費 B/A給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

238人 954,390千円 101,714千円 356,729千円 1,412,833千円 5,936千円

　泫 　職員の給与については、職員の特別調整額の100分の10を減額しております。

⑶　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成24年４月１日現在）

区　　分
一 般 行 政 職 技能労務職員

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
本宮市 45歳３月 345,150円 399,848円 53歳５月 347,850円 373,599円
国 42歳８月 304,944円 372,906円 49歳７月 270,465円 307,506円

区　　分
教 育 職 福 祉 職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
本宮市 45歳６月 350,253円 378,814円 40歳６月 305,464円 326,748円
国 41歳０月 305,230円 347,846円

　泫 　①　「平均給料月額」とは、平成24年４月１日現在の各職種毎の職員の基本給の平均です。
　　　②　 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われている扶養手当、住居手当、超過勤務手当など

の諸手当の額を合計したもので、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
　　　③　教育職：幼稚園教諭、管理主事、指導主事。福祉職：保育士

⑷　職員の初任給及び経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成24年４月１日現在）

区　　　分
初　任　給 経　験　年　数

本宮市 国 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一般行政職 大　学　卒 175,100円 172,200円 280,200円 315,300円 361,000円
高　校　卒 142,500円 140,100円 236,900円 285,700円 329,400円

　泫 　教育職、福祉職の初任給については、一般行政職に同じ。

⑸　一般行政職の級別職員数の状況（平成24年４月１日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職　　名

主　　事
技　　師 副 主 査

課長補佐
主任主査
係　　長
主　　査

課　　長
主　　幹
課長補佐
副 主 幹

部 次 長
課　　長
主　　幹

部 次 長
参　　事 部　　長

職 員 数 23人 ６人 41人 34人 48人 ８人 11人 171人
構 成 比 13.4% 3.5% 24.0% 19.9% 28.1% 4.7% 6.4% 100.0%

　泫 　職員数は、地方公務員給与実態調査に基づく一般行政職の職員数です。

⑹　期末・勤勉手当の支給割合（平成23年度）　 ⑺　退職手当の支給割合（平成23年度）
区　分 ６月 12月 計 区　分 自己都合 定年・勧奨 備　　　　考
期末手当 1.225月 1.325月 2.550月 勤続20年 23.50月 30.55月

（その他の加算措置）
定年前早期退職特例措置
２％～20％加算

勤勉手当 0.675月 0.675月 1.350月 勤続25年 33.50月 41.34月
計 1.900月 2.000月 3.900月 勤続35年 47.50月 59.28月

最高限度額 59.28月 59.28月

⑻　特別職の報酬等の状況（平成24年４月１日現在）
区　分 給料月額 期末手当
市　　　長 736,000円 （平成23年度支給割合）

６月期　1.40月
12月期　1.50月
計　　2.90月

副　市　長 630,000円

教　育　長 579,600円

泫 　市長については、給料月額の10分の２を減額し、副市長・
教育長については、給料月額の10分の１を減額しております。

区　分 報酬月額 期末手当
議 長 414,000円

（平成23年度支給割合）
６月期　1.40月
12月期　1.50月
計　　2.90月

副 議 長 322,000円
常 任 委 員 長
議会運営委員長 310,000円

議 員 300,000円

◆ 詳細は、ホームページでも閲覧できます。また、市役所総務課および白沢総合支所地域振興課でも閲覧できます。
◆問い合わせ先　総務課　職員係　☎３３－１１１１　（内線２１６）
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まちの
ホットな話題

秘書広報課広報広聴係
☎33－1111（内線 224）

カメラ散歩では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

ま
ホッ

では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さん

カ メ ラ 散 歩

ふ
る
さ
と
の
ま
つ
り
２
０
１
２
開
催

稲
沢
の
御
田
植
踊
、
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
も
参
加
！

　

10
月
27
日
と
28
日
に
か
け
て
、
郡
山
会
場
と

会
津
若
松
会
場
で
「
地
域
伝
統
芸
能
全
国
大
会

福
島
大
会
〜
ふ
る
さ
と
の
ま
つ
り
２
０
１
２

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
福
島
県
が
主
催
し
、
震
災
以

降
も
地
域
伝
統
芸
能
が
人
々
の
心
を
結
び
、
多

く
の
地
域
伝
統
芸
能
が
強
い
絆
で
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
復
旧
・
復
興
へ
向
け
て
確
か
な

歩
み
を
続
け
る
ふ
く
し
ま
の
姿
を
全
国
に
発
信

し
て
い
こ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

27
日
に
は
、
会
津
総
合
運
動
公
園
で
、
ご
当

地
キ
ャ
ラ
ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
、
本
宮
市
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ま
ゆ
み

ち
ゃ
ん
も
参
加

し
て
、
福
島
の

へ
そ
の
ま
ち
を

Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま

し
た
。

　

28
日
に
は
、

郡
山
会
場
で
稲

沢
御
田
植
踊
保

存
会
の
皆
さ
ん

が
伝
統
の
舞
を

披
露
、
多
く
の

方
か
ら
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

自
衛
官
募
集
で
横
断
幕
を
掲
げ
る

自
衛
隊
父
兄
会
本
宮
支
部

　

自
衛
隊
父
兄
会
本
宮
支
部
は
、
国
の
平
和
と

国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
自
衛
隊
の
必
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
衛
官
募
集
に
つ
な
げ

た
い
と
、
市
役
所
庁
舎
に
横
断
幕
を
掲
げ
ま
し
た
。▲自衛官募集の横断幕と自衛隊父兄会、自衛隊の皆さん

プ
ロ
の
指
導
で
メ
キ
メ
キ
上
達

２
年
ぶ
り
に
楽
天
野
球
塾
開
催

　

10
月
14
日
、
本
宮
市
と
大
玉
村
の
少
年
野
球

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
１
４
４
人
が
し
ら
さ
わ
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
野
球
場
で
、
楽
天
野
球
団
の
山

崎
隆
広
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
と
塩
川
達
也
ジ
ュ
ニ

ア
コ
ー
チ
の
指
導
の
も
と
、
野
球
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
震
災
の
影
響
で
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
日
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

守
備
は
塩
川
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
、
打
撃
は
山

崎
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
指
導
を
受

け
、
プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
み
る
み
る
う

ち
に
上
達
し
ま
し
た
。

▲山崎ジュニアコーチから
　バッティングの指導をうける子どもたち

　

高
等
工
科
学
校
生
徒
の
募
集
期
間
は
、

平
成
25
年
１
月
７
日
ま
で
で
す
。
詳
し
く

は
、
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
福
島
募

集
案
内
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

福
島
募
集
案
内
所

　

☎
０
２
４

－

５
４
５

－

７
９
９
５

▲稲沢御田植踊保存会の皆さんによる伝統の舞が披露されました
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サ
ッ
カ
ー
教
室
開
催

白
岩
小
学
校
の
児
童
が
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む

　

11
月
５
日
に
白
岩
小
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
岩
本
輝
雄
さ
ん
が
白
岩

小
学
校
を
訪
れ
、
児
童
と
一
緒
に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
約
２
０
０
人
の
児
童

が
参
加
し
、
岩
本
さ
ん
と
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
に
触
れ
ま
し
た
。

※ 

こ
の
教
室
は
、
㈶
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
キ
リ
ン

グ
ル
ー
プ
が
協
働
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、

被
災
地
の
子
供
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
、
笑

顔
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

▲サッカーを楽しんだ後に記念撮影

ふ
る
さ
と
支
援
に
感
謝

本
宮
市
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

　

10
月
21
日
に
、
が
ん
ば
れ
本
宮
！　

本
宮
市
復

興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
【
主
催　

東
京
し
ら
さ
わ
会
（
会
長　

国
分
元
基
さ
ん
）、

共
催　

東
京
あ
だ
た
ら
会
（
会
長　

鈴
木
久
元
さ

ん)

】
が
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
か
ら
本
宮
市
復
興
の
た
め
寄
附
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
、
東

京
し
ら
さ
わ
会
は
じ
め
、
東
京
あ
だ
た
ら
会
、
首

都
圏
の
皆
さ
ん
合
わ
せ
て
１
６
７
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲参加賞は全て本宮市産の新米をはじめ
　市内の特産品をご利用いただきました

地
下
道
を
明
る
く
元
気
に

上
尾
市
地
下
道
に
本
宮
市
中
学
生
の
壁
画
設
置

　

市
内
の
各
中
学
校
生
徒
が
制
作
し
た
壁
画
が
、
上
尾
市
の

地
下
道
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

壁
画
は
上
尾
市
の
２
つ
の
中
学
校
と
本

宮
市
の
３
つ
の
中
学
校
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ

れ
制
作
し
た
も
の
で
、
11
月
10
日
に
行
わ

れ
た
上
尾
市
あ
げ
お
産
業
祭
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
本
宮
市
か
ら
も
制
作
に
携
わ
っ

た
生
徒
17
人
が
上
尾
市
を
訪
ね
、
壁
画
の

除
幕
式
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
説

明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

▲壁画を制作した各学校代表の皆さん

▲上尾市立太平中学校の作品 ▲上尾市立大谷中学校の作品

▲本宮第一中学校の作品 ▲本宮第二中学校の作品 ▲白沢中学校の作品
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本宮市の皆
さんを紹介するページ本本宮市の皆
さんを紹介するページ

みんなのひろばみんなのひろば

こどものひろばこどものひろばこどものひろば

園長　遊佐敏子
【児童数】28人

（平成24年11月１日現在）

和田幼稚園

「いま、夢中になっていること」
　

こ
の
三
年
余
り
、
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
15
歳

の
時
に
免
許
を
取
得

し
、
高
校
卒
業
ま
で
は

友
人
た
ち
と
電
話
替
わ

り
に
交
信
し
た
り
、
運

用
周
波
数
を
変
え
て
全

国
や
近
隣
海
外
局
と
の

交
信
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
は
よ
り
多

く
の
局
、
よ
り
遠
く
の

局
と
の
交
信
を
目
指
し

活
動
し
て
お
り
ま
し

た
。
特
に
海
外
局
と

は
、
不
慣
れ
な
英
語
を

　渓流釣りも趣味のひとつという橋本さ
ん。シーズンになると時間を見つけては
会津や新潟へ出かけ、自然を満喫してい
るそうです。

今月の人
橋本 茂寿 さん

HASHIMOTO　SHIGETOSHI
（本宮字鍋田）

私 の 随 想 録

用
い
交
信
す
る
時
が
あ
り
、
今
で
も
緊

張
し
て
し
ま
い
ま
す（
笑
）。

　

そ
の
後
十
数
年
間
、
活
動
休
止
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
あ
る
時
友
人
と
無
線

談
義
で
盛
り
上
が
り
、
そ
の
場
で
再
開

す
る
事
を
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
再

度
免
許
申
請
し
、
古
い
無
線
機
を
引
張

り
出
し
、
簡
単
な
ア
ン
テ
ナ
を
建
て
開

局
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
運
用

周
波
数
や
設
備
の
拡
充
を
図
り
、
交
信

局
数
も
増
え
、
県
内
外
に
た
く
さ
ん
の

知
り
合
い
が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
、

昔
か
ら
の
友
人
の
よ
う
に
親
し
い
方
も

お
り
ま
す
。
こ
の
趣
味
な
ら
で
は
と
思

い
ま
す

　

実
は
こ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、
昨
年

の
東
日
本
大
震
災
時
、
秘
か
に
活
躍
し

て
い
た
事
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
実

際
に
孤
立
し
た
被
災
地
よ
り
全
国
の
無

線
局
へ
呼
掛
け
、
貴
重
な
情
報
交
換
に

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
数
日
間
、
無

線
が
友
人
た
ち
と
の
貴
重
な
通
信
手
段

で
し
た
。
こ
の
時
は
再
開
局
し
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
震
災
以
降
、
無
線
免
許
取
得
者

が
増
え
、
ま
た
車
に
無
線
設
備
を
設
置

し
た
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
震
災
が

き
っ
か
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
に
興
味
を
持
つ
方
が
増
え

る
事
は
う
れ
し
い
事
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
上
級
免
許
の
取
得

や
モ
ー
ル
ス
（
信
号
）
通
信
の
マ
ス

タ
ー
、
無
線
設
備
の
自
作
、
市
内
イ
ベ

ン
ト
で
の
公
開
無
線
運
用
の
実
施
、
そ

し
て
趣
味
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で
す

が
、
災
害
時
の
通
信
手
段
の
ひ
と
つ
と

し
て
地
域
の
活
動
に
お
役
に
立
つ
事
が

あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
佐
々
木
菜
穂
子
さ
ん
（
糠

沢
字
光
が
丘
）
の
予
定
で
す
。

　

和
田
幼
稚
園
は
、
緑
の
自
然

に
囲
ま
れ
、
広
い
園
庭
が
自
慢

で
す
。
和
田
幼
稚
園
に
通
園
し

て
く
る
の
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
４
歳
児
13
人
・
５
歳
児
15
人

の
合
計
28
人
の
園
児
た
ち
で
す
。

　

保
育
目
標
は
、「
元
気
に
遊

べ
る
子
」「
心
豊
か
な
子
」「
よ

く
考
え
る
子
」
の
３
つ
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
良
さ

や
可
能
性
を
引
き
出
し
、
伸
ば

し
て
い
け
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

広
い
園
庭
で
は
、
か
け
っ
こ

や
お
に
ご
っ
こ　

虫
探
し
な
ど

思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
て
遊

ん
で
い
ま
す
。
室
内
で
も
楽
し

く
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
体
力

を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
ら

べ
う
た
教
室
や
体
操
教
室
な
ど

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
和
田
小

学
校
と
の
交
流
も
年
間
に
数
回

実
施
し
て
お
り
、
園
児
・
児
童

の
交
流
は
も
と
よ
り
、
保
育
参

観
や
授
業
参
観
・
研
究
授
業
参

加
な
ど
教
師
間
の
交
流
も
あ

り
、
幼
稚
園
・
小
学
校
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
や

地
域
の
方
々
に
も
協
力
を
し
て

い
た
だ
き
、
幼
稚
園
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
で
、
園
児
た
ち
は
毎
日
、

伸
び
伸
び
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
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あの声は、私です…

秘 情報

あの声は、私です

秘

す…

情報情報情報報

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム：
　サラリーマン永崎
◆本　名：
　永崎　文敏
◆出　身：
　本宮市

◆趣　　味： ツーリング
◆担当番組：永崎は今日もダメだった
　　　　　　（毎週月曜日　午後1時00分～）
　　　　　　寿ニュース
　　　　　　（毎週月曜日　午後8時00分～）
◆リスナーに一言：毎週元気と笑いを届けます。
　　　　　　　　　よろしくお願いします。

活躍人訪問
Interview No.30

「まゆみちゃんが描かれたプランターを目印にどう
ぞ商店街へ足を運んでください」と話す後藤部長
（おかみさんマップを手にして）

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
商
店

の
紹
介
を
掲
載
し

た
お
か
み
さ
ん

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

避
難
さ
れ
て
い
る

方
へ
お
配
り
し
ま

し
た
。
あ
わ
せ
て

商
店
街
の
各
店
舗

が
わ
か
る
よ
う
に

商
店
の
目
印
と
し

て
へ
そ
の
ま
ち
も
と
み
や
を
Ｐ
Ｒ
し

た
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
を
作
成

し
店
先
に
配
置
し
ま
し
た
。

■
部
長
と
し
て
の
思
い

　

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
て
、
い

つ
も
私
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く

れ
る
、
そ
し
て
支
え
て
く
れ
る
部
員

の
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で

す
。
今
こ
そ
辛
抱
強
く
ど
ん
な
こ
と

に
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
女
性
部
の

底
力
を
発
揮
す
る
時
だ
と
思
い
ま

す
。
復
興
の
道
は
険
し
く
と
も
、
私

た
ち
、
お
か
み
さ
ん
た
ち
が
心
を
ひ

と
つ
に
し
、
し
っ
か
り
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
本
宮
市
商
店
街

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
私
の
趣
味

　

３
月
末
で
部
長
の
任
期
が
終
了
し

ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間
お
休
み
し
て

い
た
謡う

た
い

や
お
茶
を
再
開
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
畑
で
土
い

じ
り
を
し
た
り
、
孫
の
お
守
り
を
し

た
り
、
何
事
も
楽
し
ん
で
や
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
宮
市
商
工
会
女
性
部

部
長　

後
藤
ア
ツ
子 

さ
ん

■
部
の
活
動

　

本
宮
市
商
工
会
女
性
部
は
、
地
域

社
会
を
支
え
る
経
済
団
体
で
あ
る
市

商
工
会
の
組
織
の
一
部
で
、
女
性
の

特
性
を
活
か
し
な
が
ら
現
在
99
人
の

部
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
や
親
睦
を
深
め
る
事
業
を

行
う
事
業
委
員
会
、
河
川
や
学
校

プ
ー
ル
な
ど
へ
の
Ｅ
Ｍ
の
放
流
や
資

源
物
の
回
収
を
行
う
環
境
委
員
会
、

会
報
さ
く
ら
草
の
発
行
や
事
業
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
担
当
す
る
広
報
委
員
会
の

３
つ
の
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
復
旧
復
興
支
援
事
業
と

し
て
、
女
性
部
員
と
浪
江
町
か
ら
避

難
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、
一
緒
に
地

元
観
光
地
や
史
跡
め
ぐ
り
を
す
る
バ

ス
旅
行
を
企
画
し
、
60
人
が
参
加
し

▲体操教室でゲームを楽しむ子どもたち
▼園庭で虫探し

このプランターが目印です
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健康づくりシリーズ

皆
さ
ん
、　　
　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
、　　
　
　
　
　
　
　
　

　

健
診
は
受
け
て
い
ま
す
か
？

　

健
診
は
受
け
て
い
ま
す
か
？

国
保

だ
よ
り

K
O
K
U
H
O
D
A
Y
O
R
I

　

健
診
は
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
深
刻

な
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
効
果

的
な
手
段
で
す
。

　

何
の
症
状
も
な
い
か
ら
大
丈
夫
…
、
自
分

は
健
康
だ
か
ら
大
丈
夫
…
と
思
っ
て
い
て

も
、
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
血
管
障
害
な
ど
の

「
生
活
習
慣
病
」
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

に
進
行
し
ま
す
。
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
手

遅
れ
だ
っ
た
…
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

最
低
で
も
年
1
回
は
健
診
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

前
回
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
ど
う
な
っ
て

い
る
か
を
見
る
た
め
に
も
、
定
期
的
に
受
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
基
本
健
診
（
特
定
健
診
、

後
期
健
診
、
一
般
健
診
）
と
合
わ
せ
て
、
各

種
が
ん
検
診
も
一
緒
に
お
受
け
に
な
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

が
ん
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

人
の
約
2
人
に
1
人
が
が
ん
に
な
り
、
約
3

人
に
1
人
が
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

早
期
の
が
ん
は
治
せ
る
時
代
で
す
。
症
状

が
出
て
き
た
と
き
に
は
、
か
な
り
進
行
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
進
行
す
る
前
の

初
期
の
段
階
で
発
見
で
き
れ
ば
、
治
る
確
率

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
が
ん
は

初
期
の
段
階
で
は
明
ら
か
な
症
状
が
な
い
た

め
自
分
で
気
付
く
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

が
ん
検
診
を
受
け
て
、
早
く
見
つ
け
て

し
っ
か
り
治
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）　

健
康
増
進
係

　

☎
63

－

２
７
８
０

～ジェネリック医薬品希望カードは～ジェネリック医薬品希望カードは
　　　　　　　　必ず署名してから使用しましょう～　　　　　　　　必ず署名してから使用しましょう～
　＜ジェネリック医薬品の処方を希望する場合は＞

●医療機関の窓口でジェネリック医薬品希望カードを提示します。
　希望カードが無いときは主治医に口頭で伝えましょう。
●ジェネリック医薬品は処方箋が必要な薬です。
　 病気の状態や医師の判断で、ジェネリック医薬品が使用できない方もいま
すので、詳しくは主治医にご相談ください。
●処方箋を薬局へ持参し、薬剤師にジェネリック医薬品の希望を伝えます。

　

1
カ
月
間
に
病
院
へ
支
払
っ
た
医
療

費
が
一
定
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
以

上
に
な
っ
た
場
合
は
、
申
請
す
れ
ば
医

療
費
の
一
部
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
医
療
費
が
高
額
に
該
当

す
る
と
確
認
で
き
た
方
で
、
ま
だ
申
請

さ
れ
て
い
な
い
方
に
対
し
て
申
請
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

通
知
が
届
い
た
方
は
医
療
費
の
一
部

が
戻
り
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を
持
参

し
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
窓
口

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

◆
持
参
す
る
も
の

　

申
請
通
知
書
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
病
院
等
の
領
収
書
、
世
帯
主
の

通
帳
（
申
請
書
委
任
欄
に
ご
記
入
い
た

だ
け
れ
ば
世
帯
主
以
外
の
通
帳
で
も

可
）、
認
印

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
33

－

１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
５
〜
１
２
７
）

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、

医
療
費
の
一
部
が
戻
り
ま
す
。

〜
高
額
療
養
費
申
請
の
お
知
ら
せ
〜

皆
さ
ん
、　　
　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
、　　
　
　
　
　
　
　
　

　

健
診
は
受
け
て
い
ま
す
か
？

　

健
診
は
受
け
て
い
ま
す
か
？

　

本
宮
市
の
今
年
度
の
個
別
健
診
は
、

平
成
25
年
2
月
末
日
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
胃
が
ん
検
診　

30
歳
以
上
の
方

　

 

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
（
場
合
に
よ
っ
て

は
胃
カ
メ
ラ
）

● 

肺
が
ん
検
診　

40
歳
以
上
の
方

　

エ
ッ
ク
ス
線
検
査

● 
大
腸
が
ん
検
診　

30
歳
以
上
の
方

　

便
潜
血
検
査

● 

前
立
腺
が
ん
検
診　

50
歳
以
上
の
男
性

　

血
液
検
査

● 

子
宮
頸
が
ん
検
診　

20
歳
以
上
の
女
性

　

子
宮
頸
部
の
細
胞
診

● 

乳
が
ん
検
診　

30
歳
以
上
の
女
性　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
ま
た
は
超

音
波
検
査

　

実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
保
健

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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  結核をなくすための複十字シール募金にご協力ください  

　

市
で
は
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
徘
徊

高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

に
、
位
置
情
報
端
末
機
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
に
よ

り
、
徘
徊
高
齢
者
の
所
在
を
確
認
で
き
る
機

器
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

◆ 

対
象
者

　

徘
徊
の
行
動
が
み
ら
れ
る
、
ま
た
は
徘
徊

行
動
の
お
そ
れ
が
あ
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

家
族
の
方
。

※ 

徘
徊
と
は
、
目
的
も
な
く
う
ろ
う
ろ
動
き

回
る
こ
と
で
す
。
家
族
が
思
い
も
し
な
い

よ
う
な
遠
い
と
こ
ろ
ま
で
歩
い
て
し
ま
っ

た
り
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　

加
入
料
（
最
初
の
バ
ッ
テ
リ
ー
1
個
分
の

代
金
含
む
）、
お
よ
び
標
準
充
電
器
費
を
、

市
が
負
担
し
ま
す
。

◆
利
用
者
負
担

　

位
置
情
報
の
提
供
費
用
（
電
話
の
場
合
は

1
回
２
１
０
円
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
で

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
の
場
合
、
月
2
回

ま
で
は
無
料
、
3
回
目
か
ら
は
１
０
５
円
）、

毎
月
の
基
本
料
金
５
２
５
円
、
1
年
半
ご
と

に
バ
ッ
テ
リ
ー
の
交
換
な
ど
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
使
用
方
法

① 

徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
に
、
普

段
か
ら
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
お
持
ち
い
た
だ

き
ま
す
。
首
か
ら
下
げ
た
り
、
い

つ
も
持
ち
歩
く
バ
ッ
グ
に
入
れ
て

お
く
、
お
守
り
代
わ
り
に
持
っ
て

も
ら
う
な
ど
、
方
法
は
様
々
で
す
。

② 

高
齢
者
の
姿
が
見
え
ず
、
行
き
先

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

時
に
は
、
家
族
が
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
高
齢
者
が
い
る
位
置

を
検
索
す
る
か
、
電
話
で
位
置
を

問
い
合
わ
せ
ま
す
。

③ 

高
齢
者
が
い
る
場
所
の
大
ま
か
な

検
討
が
つ
く
の
で
、
ど
こ
に
い
る

の
か
全
く
分
か
ら
な
い
場
合
に
比

べ
、
居
場
所
を
探
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

高
齢
者
ご
本
人
の
安
全
と
、
ご
家

族
の
安
心
の
た
め
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
・
申
請
窓
口

　

高
齢
福
祉
課
（
え
ぽ
か
内
）

　

☎
63

－

２
７
８
０

子ども医業費助成をご利用の皆さまへ

医療費適正受診のお願い医療費適正受診のお願い

 
位
置
情
報
端
末
機（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

位
置
情
報
端
末
機（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

を
お
貸
し
し
ま
す

を
お
貸
し
し
ま
す

  
位
置
情
報
端
末
機（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

位
置
情
報
端
末
機（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

を
お
貸
し
し
ま
す

を
お
貸
し
し
ま
す

　

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
事
業

　本宮市では、お子さんの健康を守るため10月
より子ども医療費の助成対象者年齢を、18歳ま
で拡大しました。
　お子さまの医療費につきましては、市と県の
予算から助成しています。今後とも医療費の助
成制度を末永くご利用いただけるよう、次のこ
とについてご協力をお願いします。

　◆問い合わせ先
　　子ども福祉課
　　☎３３－１１１１（内線１３３・１３４）

●できるだけ診療時間内に受診しましょう。
　夜間や休日は、数少ない医師で救急の患者に対応して
います。急を要しないとき、夜間や休日の時間外に安易
に受診すると、急を要する重症の患者さんの受診が遅れ、
救える命が助けられない事態を招くおそれがあります。
●かかりつけ医・かかりつけ薬局を持ちましょう。
　何かあったらすぐに受診や相談ができる「かかりつけ
医」「かかりつけ薬局」は、それまでの病歴（薬歴）やお
子さまの健康状態、体質などを把握しています。
● 治療に支障がなければ、後発医薬品（ジェネリック医
薬品）を活用しましょう。
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は新薬の特許期間
満了後に厚生労働省の認可のもとで製造・販売される、
先発医薬品と主成分・効能が同一の低価格な医薬品です。
●子ども医療費受給者資格証回収にご協力ください。
　お子さまが、本宮市から転出した場合など、受給資格
を喪失した場合は「本宮市子ども医療費受給資格証」の
返却をお願いします。

　市では、毎年健康を守る連盟が募金活動を積極的に行っています。
　世界中の結核を撲滅し、肺がんやその他の胸部疾患をなくして、人々が健康で、幸せで
あるように、複十字シールを通じ、これらの病気の予防に目を向けていただきそのための
事業資金を集めるための募金活動が複十字シール募金です。行政区を通して募金運動をお
願いしていますので、ご協力をお願いします。昨年の本宮市での募金額は410,549円でした。
◆問い合わせ先　保健課（えぽか内）　☎６３－２７８０

■  結核をなくすための複十字シール募金にご協力ください  ■

複十字シール運動
キャンペーンキャラクター

「シールぼうや」
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◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
本宮字矢来39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500 ☎44－2350

学学び・び・文化・化・スポーツの広場スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場
The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

小学校での「本宮空襲」のお話
～体験活動・ボランティア活動　　　　
　　　　　　　　　支援センター事業～

ふるさとの魅力再発見！
～しらさわ地元学～

　当事業では、子どもたちに様々な体験をしても
らおうと、ボランティア講師として地域の方々を
各小・中学校に紹介しています。
　10月30日の糠沢小学校６年生の授業では、本田
文子さん、大塚道子さんをお招きし、第２次世界
大戦末期の本宮の様子についてお話しいただきま
した。
　子どもたちは、「本宮空襲」をはじめ、自分た
ちの地域での出来事に真剣なまなざしで聞き入っ
ていました。
　また、当時の防空頭巾や避難時の服装を実際に
着用するなど貴重な体験をしました。

　白沢公民館では、平成24年度～25年度の２ヵ年
にわたり、福島県県北地方振興局委託事業「ふる
さとの魅力再発見『地元学』」を開催しています。
　地域の自然や歴史、伝承文化など、その地域の
特性や良さなどを、地域の大人や子どもたち自ら
が調査し、地域への誇りや愛着の形成を図れるよ
うに冊子などを出版し、地域の活性化につなげて
いきます。
　現在、講師に西大立目祥子先生（仙台市在住）
をお迎えし、白沢地区の家々を訪問し、昔の暮ら
しや年中行事、冠婚葬祭などの聞き取りを行って
います。皆さまのご参加、情報の提供をお待ちし
ています。

▲真剣に話しを聞く子どもたち ▲聞き取りのようす

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

自
分
で
で
き
る
身
体
の

バ
ラ
ン
ス
調
整

〜
生
涯
学
習
講
座
〜

　

10
月
31
日
、
11
月
７
日
の

２
回
コ
ー
ス
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ナ
ー
の
椎
根
毅
彦
先

生
を
講
師
に
迎
え
「
自
分
で

で
き
る
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
調

整
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
身
体

を
維
持
す
る
た
め
に
は
背
骨

と
骨
盤
が
正
し
く
機
能
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
巧
み
な
話
術
を

交
え
て
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

受
講
者
同
士
で
身
体
を
調

整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体

が
変
化
す
る
こ
と
に
お
ど
ろ

き
な
が
ら
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
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しらさわ夢図書館
中央公民館図書室

問い合わせ先

キャラクター
モトム（本夢）くん

本宮は みんなが愛する 本の街

ご案内ご案内ご案内
しらさわ夢図書館

白岩字堤崎500（☎44－2112）
中央公民館図書室

本宮字矢来39－１（☎33－2611）

からの

新着本新着本

イイイイ イイベベ イインン イイトト

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設のなか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

杜の中の斎場 ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

＊絵本・児童書・紙芝居＊ ＊一般書・実用書＊
・ぼくのトイレ…………………………鈴木　のりたけ
・小さいりょうしさん…………マーガレット・ワイズ
・セミとわたしはおないどし………………高岡　昌江
・こおり………………………………………前野　紀一
・世界の危険生物……………………………今泉　忠明
・ものまね名人ツノゼミ……………………森島　啓司
・野の花えほん 秋と冬の花 ……………前田　まゆみ
・カラー図解 ストップ原発１～４ ………新美　景子
・ニルスが出会った物語２…セルマ・ラゲールレーヴ
・ラモーナは豆台風……………ベバリイ　クリアリー
・オバケの長七郎……………………ななもり　さちこ

・一流の人に学ぶ自分の磨き方 …スティーブ　シーボル
・小さくてもいちばんの会社………………坂本　光司
・便活ダイエット……………………………小林　弘幸
・プロメテウスの罠２……………朝日新聞特別報道部
・子育て心理学のプロが教える輝くママ …佐藤　めぐみ
・テルマエ・ロマエ４…………………ヤマザキ　マリ
・しゃべらない会話術……………………村松　加王里
・置かれた場所で咲きなさい………………渡辺　和子
・あなたが愛した記憶……………………… 誉田 哲也
・光……………………………………………道尾　秀介

※ これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送などで少々時間を頂く場合があります
ので、ご了承ください（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）。

しらさわ夢図書館のおはなし会
■妊婦さんへのおはなし会
と　　き：12月21日（金）10:30～10:50
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう： おなかの赤ちゃんへの絵本の読み聞かせ

やわらべうた、ふれあいあそびなどを、
実際に一緒に行います。（このおはなし
会の後、赤ちゃんおはなし会にも参加で
きます。）

対　　象：妊婦さんとその家族

■赤ちゃんおはなし会
と　　き：12月21日（金）11:00～11:20
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう： 赤ちゃんへの絵本の読み聞かせやわらべ

うた、親子でのふれあいあそびなどを行
います。また赤ちゃんへの接し方や子育
て豆知識などについてもお話します。

対　　象：赤ちゃん（２才くらいまで）とその保護者

■冬の特別おはなし会
と　　き：12月23日（日）11:00～11:45
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう： いつものおはなし会の特別版。読み聞か

せ、紙芝居、手袋人形、エプロンシア
ター、パネルシアターなど、お話や絵本
を親子で楽しめるプログラムです。

対　　象：幼児から小学生までとその保護者

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

※ 図書館・図書室の行事については、その都度内容が若干
変わる場合があります。あらかじめご了承ください。
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お らせ知
お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

まつしんサンデー相談会
毎週開催中

金色支店
※二本松市役所向かい
TEL 0243-23-0880
午前９時～午後４時

◇ローン相談　◇資産運用
無料年金相談会（12月９日同時開催）

※社会保険労務士が対応

え
ぽ
か
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

え
ぽ
か
人
形
劇
鑑
賞
会

　

劇
団
「
な
る
に
あ
」
に
よ
る
人
形
劇
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
は

無
料
で
す
。

◆
日
時　

12
月
１
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

◆
場
所　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

◆
内
容　
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

　
　
　
　
「
カ
ッ
コ
ウ
の
学
校
」

ど
ん
ぐ
り
公
演
２
０
１
２

　

福
島
大
学
児
童
文
化
研
究
会
、
人
形
劇
部
、

影
絵
部
、
童
話
部
、
リ
ズ
ム
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
発
表
で
す
。
学
生
さ
ん
と
の
交
流
も
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
昼
食
を
持
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
16
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

◆
場
所　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

◆
対
象　

 

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
。
未
就
学

児
は
保
護
者
同
伴
と
な
り
ま
す
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
・

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
」

　

郡
山
女
子
短
大
幼
児
教
育
学
科
の
学
生
さ
ん

た
ち
に
よ
る
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
音
色
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

演
奏
後
は
、
大
型
絵
本
を
見
た
り
、
お
姉
さ

ん
た
ち
と
一
緒
に
踊
っ
た
り
し
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
22
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

◆
場
所　

 

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
・
イ
ベ
ン

ト
交
流
広
場
）

※
次
回
は
、
平
成
25
年
２
月
２
日
㈯
で
す

新
春
お
茶
会

　

年
の
初
め
に
お
茶
会
を
行
い
ま
す
。

　

お
い
し
い
抹
茶
を
い
た
だ
き
、
穏
や
か
な
心

で
新
年
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　

平
成
25
年
１
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
２
時

◆
場
所　

え
ぽ
か
（
イ
ベ
ン
ト
交
流
広
場
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

え
ぽ
か　

 

☎
63

－

２
７
８
０

本
宮
市
健
康
力
ア
ッ
プ
事
業

ボ
デ
ィ
リ
メ
イ
ク
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

　

体
型
が
気
に
な
る
、
運
動
を
通
し
て
健
康
に

な
り
た
い
、
み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
た

い
と
い
う
方
、
え
ぽ
か
で
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
日
時　

12
月
17
日
㈪

　
　
　
　

昼
コ
ー
ス　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

夜
コ
ー
ス　

午
後
７
時
か
ら

◆
場
所　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

◆
内
容　

　

①
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
身
体
計
測
）

　

② 

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

③
ミ
ニ
健
康
講
座

◆
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

・
水
や
お
茶
な
ど
の
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

　

・
動
き
や
す
い
服
装

※
事
前
申
込
不
要
で
す
。

※
身
体
計
測
を
行
い
ま
す
の
で
、

　

開
始
時
間
前
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）

　

健
康
増
進
係　

☎
63

－

２
７
８
０

「
親
子
に
こ
に
こ
広
場
」の
お
知
ら
せ

　

震
災
や
原
発
事
故
に
よ
る
、
お
子
さ
ん
や
お

母
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
対
策
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
個
別
相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
21
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

◆
場
所　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

◆
対
象　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

◆
内
容　

　

① 

お
子
さ
ん
の
た
め
の
手
遊
び
、
読
み
聞
か

せ
、
親
子
遊
び

　

② 

お
母
さ
ん
が
元
気
に
な
る
た
め
の
話
し
合

い

◆
ス
タ
ッ
フ　

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会

　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）

　

健
康
増
進
係　

☎
63

－

２
７
８
０

「
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
」
の

利
用
に
つ
い
て

　

車
い
す
の
マ
ー
ク
の
あ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

正
し
い
利
用
の
た
め
発
行
し
て
い
る
「
お
も
い

や
り
駐
車
場
利
用
証
」
は
、
他
県
の
利
用
証
と

相
互
利
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
た
に
三
重
県
が
加
わ
り
、
27

府
県
間
で
利
用
証
の
相
互
利
用
が
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
府
県
】（
平
成
24
年
10
月
１
日
現
在
）

　

岩
手
県
、
山
形
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、

　

栃
木
県
、
群
馬
県
、
新
潟
県
、
福
井
県
、

　

三
重
県
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
、

　

島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、

　

徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、

　

福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、

　

大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
33

－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
０
）

　

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

☎
44

－

２
１
１
４
（
直
通
）

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

広報もとみや 12 月号 18



お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

住宅設備・水廻りのリフォーム　見積および相談無料
業務用家庭用／ストーブ　ファンヒーター　エアコン販売　設置工事
超省エネ機種／石油　ガス　電気　各種給湯機器類

各種器具・水栓類・機械機器類の修理メンテナンス

TEL33－5242　　FAX34－1240
本宮市上水道・下水道工事指定店
〒969-1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７

TOTOリモデルクラブ店会員の店
Eメール　takamatsu.remo@gmail .com

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

精
神
障
が
い
者
地
域
生
活
移
行
理
解

促
進
基
礎
研
修
会
の
開
催

　

現
在
、
精
神
障
が
い
を
持
つ
方
の
数
は
、
全
国

で
３
０
０
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
病
気
の
症
状
や
障
が
い
は
周
囲
の
人

に
は
見
え
に
く
く
、
分
か
り
に
く
い
こ
と
か
ら
、

誤
解
や
偏
見
を
受
け
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
で
み
ん
な
が
安
心
し
て
共
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
、「
精
神
障
が
い
」
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
講
演
と
体
験
発
表
を
開

催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
７
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

◆
場
所　

え
ぽ
か
（
中
会
議
室
）

◆
内
容

　

第
一
部　

 「
精
神
障
が
い
者
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
よ
う
」

　
　

講
師　

 

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
ず
り
葉
」

　
　
　
　
　

施
設
長　

遠
藤　

真
史
氏

　

第
二
部　

体
験
発
表
「
当
事
者
か
ら
の
声
」

　

①
「
病
院
か
ら
地
域
で
の
生
活
に
」

　

② 

「
震
災
で
の
避
難
、
新
た
な
地
域
で
の
生
活
」

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
北
保
健
福
祉
事
務
所

　

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４

－

５
３
４

－

４
３
０
０

若
年
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
若
年

者
の
就
職
支
援
の
専
門
職
で
あ
る
学
卒
就
職
ジ
ョ

ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象　

 

30
歳
未
満
の
若
年
求
職
者
（
専
門
学
校

以
上
の
在
学
生
を
含
む
）

◆
日
時　

①
12
月
18
日
㈫

　
　
　
　

②
平
成
25
年
１
月
15
日
㈫

　
　
　
　

③
平
成
25
年
２
月
19
日
㈫

　
　
　
　

④
平
成
25
年
３
月
19
日
㈫

　
　
　
　

※
す
べ
て
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

◆
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
二
本
松
２
階
会
議
室

◆
内
容

　

① 

自
己
理
解
・
仕
事
理
解
お
よ
び
応
募
書
類
の

作
成
方
法

　

②
面
接
指
導
お
よ
び
模
擬
面
接
の
実
施

　

③ 

労
働
法
令
の
基
礎
知
識
お
よ
び
就
職
活
動
へ

の
助
言

　

④ 

企
業
人
事
担
当
者
に
よ
る
会
社
説
明
お
よ
び

ミ
ニ
就
職
面
接
会
は
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の

午
後
３
時
か
ら
（
２
月
19
日
・
３
月
19
日
の

み
）

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
二
本
松　

☎
23

－

０
３
４
３

便
利
で
す
！ 

市
税
な
ど
の
口
座
振
替

　

市
税
な
ど
を
納
付
す
る
際
「
仕
事
で
忙
し
く
、

つ
い
忘
れ
て
し
ま
う
」「
金
融
機
関
が
遠
く
て
不

便
」「
納
め
に
行
く
の
が
面
倒
」
と
思
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

そ
ん
な
方
に
は
口
座
振

替
で
の
納
付
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

市
税
の
納
付
が
本
宮
市
の
財
政
を
支
え
て
い
ま

す
。
納
期
限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
で
き
る
税
金
等

・
個
人
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税　
　
　

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税　

・
介
護
保
険
料

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
上
下
水
道
使
用
料

・
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

・
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料

・
保
育
所
保
育
料　
　

・
幼
稚
園
保
育
料

・
預
か
り
保
育
料　
　

・
放
課
後
児
童
保
育
料

・
市
営
住
宅
使
用
料

・
市
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料

◆
お
申
し
込
み
は
簡
単
で
す

・ 

申
込
方
法
…
本
宮
市
に
支
店
の
あ
る
金
融
機
関

な
ど
に
口
座
が
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
ご

利
用
で
き
ま
す
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
は

全
国
で
利
用
可
能
）

・ 

申
込
用
紙
…
本
宮
市
内
の
金
融
機
関
、
市
役
所

税
務
課
・
白
沢
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。

・ 

お
手
続
き
…
申
込
用
紙
に
記
入
し
届
出
印
を
押
印

の
う
え
、
金
融
機
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
必
要
な
も
の
…
預
金
通
帳
と
届
出
印

◆
利
用
い
た
だ
く
際
の
注
意
事
項

・ 

納
税
義
務
者
（
納
付
書
の
宛
先
に
名
前
が
あ
る

方
）
が
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

・ 

お
申
し
込
み
後
は
毎
年
自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま

す
の
で
、
変
更
や
廃
止
す
る
場
合
は
金
融
機
関

で
お
手
続
き
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・ 

納
税
義
務
者
が
亡
く
な
り
本
人
の
口
座
が
停
止

し
た
場
合
、
納
税
義
務
者
を
変
更
す
る
お
手
続

き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

☎
33

－

１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

多
重
債
務
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

本
宮
市
で
は
、「
２
０
１
２
多
重
債
務
者
相
談

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
福
島
県

と
共
催
し
、
多
重
債
務
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

借
金
な
ど
で
お
困
り
の
方
を
対
象
に
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
21
日
㈮　

午
前
10
時
か
ら
正
午

◆
場
所　

市
役
所
１
階　

第
１
相
談
室

◆
定
員　

４
人

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

※ 

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
市
役
所
防
災

対
策
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
対
策
課　

防
犯
安
全
係

　

☎
33

－

１
１
１
１
（
内
線
１
７
７
）
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お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

お らせ知

司法書士遠藤宏文事務所

ご相談ください！（相談無料、土日も相談可能）

郡山市桑野４－７－19－306
TEL 024－953－6114

その他　遺言書、贈与、不動産登記、債務整理・破産
　　　　裁判所への提出書類作成、日常トラブルなど

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会

ミ
ナ
オ
オ

㈱（

３
３

―

１
０
０
１

）

　

宮
本

市

崎
戸
字
木
高

63

３
地
番

㈲

業
工
設
光

所（

３
３

―

５
９
８
１

）

　

宮
本

市

番
２
市
孫
字
田
青

地
25　

㈱

設
山
小

備（

３
３

―

１
３
０
３

）

　

宮
本

宮
本
市

町
仲
字

39

地
番

㈲

商
藤
佐

会（

３
３

―

５
７
８
５

）

　

宮
本

市

１
地
番
１
内
士
富
字
田
井
仁

㈲

工
機
住
藤
須

業

４
３
（

―

）
８
２
５
５

　

宮
本

宮
本
市

字
小
幡
33

１
地
番

㈱

マ
カ
タ

ツ（

３
３

―

２
４
２
５

）

　

宮
本

宮
本
市

字
一

屋
ツ

12

７
地
番

㈲

水
和
野
浜

道（

３
３

―

８
８
７
２

）

　

宮
本

宮
本
市

田
塩
字

49

２
地
番

㈲

設
宮
本

備（

３
３

―

２
９
５
２

）

　

宮
本

宮
本
市

１
地
番
４
４
１
裡
町
南
字

！

本
宮
市
民
な
わ
と
び
選
手
権
大
会

参
加
者
募
集

　

本
宮
市
民
な
わ
と
び
選
手
権
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
日
時　

平
成
25
年
１
月
27
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

◆
場
所　

本
宮
市
総
合
体
育
館　

ア
リ
ー
ナ

◆
参
加
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

◆
申
込
期
間　

12
月
12
日
㈬
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
１
月
15
日
㈫
ま
で

※
震
災
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
同
時
開
催

　

 

日
本
体
育
大
学　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
ジ
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
な
わ
と
び
教
室

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
33

－

２
６
１
１

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

参
加
者
募
集

　

も
と
み
や
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

平
成
25
年
１
月
20
日
㈰

　
【
講
習
時
間
】
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

◆
場
所　

あ
だ
た
ら
高
原
ス
キ
ー
場

※
送
迎
車
希
望
の
方

　

中
央
公
民
館　

午
前
８
時
30
分
出
発

※
現
地
集
合
の
方　

午
前
９
時
30
分
ま
で
集
合

◆
参
加
対
象

　

 

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
者
お
よ
び
在
勤

者
。
ま
た
は
、
も
と
み
や
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
員
。

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
と
す
る
。

◆
定
員　

 

４
コ
ー
ス
（
初
心
者
・
初
級
・
中

級
・
上
級
）
計
30
人

◆
参
加
費　
（
会　

員
）
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
非
会
員
）
２
，０
０
０
円

※ 

リ
フ
ト
代
金
、
レ
ン
タ
ル
料
金
は
別
途
に
個

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

中
央
公
民
館
、
白
沢
公
民
館
に
備
え
付
け
の

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間　

　

12
月
17
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

　

平
成
25
年
１
月
14
日
㈪　

午
後
５
時

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
33

－

２
６
１
１

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　NTT 東日本では、12月中に順次、新しい福島県
版の電話帳を各ご家庭や事業所へお届けします。現
在お使いの電話帳は、お届けの際に回収しますので
配達員へお渡しください。回収した電話帳は、地球
環境保護や資源の有効活用のため、新しい電話帳の
原材料となります。
　なお、ご不在などで配達員に電話帳を渡せなかっ
た場合、下記の「タウンページセンタ」までご連絡
いただければ、後日、改めて回収にお伺いします。
◆問い合わせ先
　タウンページセンタ【平日：午前９時～午後５時】
　フリーダイヤル ０１２０－５０６－３０９

　えぽかと中央公民館では、寒さに負けず勉強する
児童・生徒の皆さんを応援するために、冬休み期間
中、勉強室として無料開放します。
◆日時　12月22日㈯から平成25年１月７日㈪
　　　　午前９時～午後５時
　　　　※12月28日㈮から平成25年１月４日㈮を除く
◆場所　えぽか内（当日場所を指定）　中央公民館研修室
　　　　※混雑時には会場を準備できない場合があります。
◆注意事項　各施設の注意事項などをお守りください。
◆問い合わせ先　えぽか　☎６３－２７８０
　　　　　　　　中央公民館　☎３３－２６１１

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
が
平
成
24
年
10

月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律

は
、
虐
待
を
防
止
し
障
が
い
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
で
す

・
身
体
的
虐
待

　
　

 
体
に
痛
み
や
傷
が
生
じ
る
暴
力
や
体

罰
を
与
え
る
こ
と
。

・
心
理
的
虐
待

　
　

 

ど
な
っ
た
り
、
悪
口
を
言
っ
た
り
し

て
、
心
に
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

・
性
的
虐
待

　
　

 

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
。

・
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　
　

 

食
事
や
入
浴
な
ど
の
身
の
回
り
の
世

話
や
介
助
を
し
な
い
こ
と
。

・
経
済
的
虐
待

　
　

 

本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年
金
、

賃
金
な
ど
を
勝
手
に
使
う
こ
と
。

○ 

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
虐
待
を
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○ 

虐
待
を
発
見
し
た
人
は
、
通
報
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先 

　

社
会
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
33

－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

ＮＴＴ東日本の電話帳を回収しますＮＴＴ東日本の電話帳を回収します 冬休み子ども勉強室を無料開放します冬休み子ども勉強室を無料開放します冬休み子ども勉強室を無料開放します冬休み子ども勉強室を無料開放します
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お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

仕　様 写
真
ア
ル
バ
ム

ご
予
約
は
地
元
の
書
店
へ
！

二
本
松・本
宮

の
昭
和

Ａ
４
判・上
製
本・総
頁
２
８
０
頁・

収
録
写
真
約
６
０
０
点 

刊
行
記
念
特
価
９
，９
９
０
円 

発
売
元
：
福
島
県
図
書
教
材
㈱

 

☎
０
２
４
―
５
２
２
―
３
１
５
７

発
行
元
：
㈱
い
き
出
版

 

☎
０
２
５
８
―
８
９
―
６
５
５
５

http://www.ikishuppan.co.jp

◆
数
千
枚
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

　

写
真
の
中
か
ら
６
０
０
枚

　

を
厳
選
収
録
！

◆
懐
か
し
い
街
並
み
や
建
物
、

　

交
通
、祭
り
、学
校
な
ど

　

昭
和
の
日
常
風
景
が
満
載

　

TEL：0 2 4 3（ 2 4）1 3 6 3　
本宮市青田字寄松100
http://miine.co.jp

◆米粉パン　　【ふんわりモチモチでほんのり甘いパンです】
◆米粉クッキー　【サクサクの食感。プレーン・チョコ・バターの三種類です】

その他、お米・コシヒカリ純米酒・お漬物なども多数ご用意しております。
詳しくは、HP又はお電話にてお問い合わせ下さい。

御稲（みいね）プライマル㈱

本宮市のご当地ナンバープレートを交付します！本宮市のご当地ナンバープレートを交付します！

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

児童虐待を防止しましょう　～気づくのは　あなたと地域の　心の目～
地域の方々のちょっとした「目くばり」「気くばり」で
子どもたちを虐待から救えます。「おや？」と気になる
ことがありましたら迷わず連絡してください。

◆問い合わせ先　子ども福祉課（本宮市家庭児童相談員）　☎３３－１１１１（内線１３５・１３６）

全国共通ダイヤル　０５７０－０６４－０００
（24時間、児童相談所につながります。）

12月24日㈪ 天皇誕生日の振替休日
通常通り収集を行います。なお、もとみやクリーンセン
ターへの個人搬入はできませんので、ご注意ください。

　全国で約５万件の火災が発生し1,766人の
方が亡くなっています。火災を起こさない
ためにも特に次のことを注意しましょう。
・料理中にコンロから離れる時は火を止める
・ ストーブや火の近くに洗濯物や燃えやすいものを置かない
・家電裏やコンセント付近のホコリやごみを掃除する
・火の始末はしっかりと行う
・ 家の周りには燃えやすいものを置かない
　火災は、「ちょっとなら」と油断してしまうと発生し
ます。身近なことからでも、ひとつひとつ実行し、「消
すまでは　出ない行かない　離れない」を心掛け、家
庭内の総点検をしましょう。
◆問い合わせ先　北消防署　☎２４－１５７３
　　　　　　　　南消防署　☎３３－２８７５

○年末・年始のため　12月30日㈰～1月３日㈭
　上記期間中は、ごみステーションへごみを出さないよ
うご協力をお願いします。また、もとみやクリーンセン
ターへの個人搬入もできませんのでご注意ください。
◆問い合わせ先　　
　もとみやクリーンセンター ☎３３－５４９９
　生活環境課　環境係 ☎３３－１１１１（内線１１３）
　白沢総合支所 市民福祉課 生活安全係 ☎４４－２１１４

祝日におけるごみ収集日 火事を防ごう！防火の総点検で火事を防ごう！防火の総点検で

ごみの収集を休みます

火事を防ごう！防火の総点検で火事を防ごう！防火の総点検で

　東日本大震災により住宅や家財など、生活に必要な財
産に被害を受けられた方は、所得税の雑損控除の申告を
されることにより、所得税が減額される場合があります。
　二本松税務署では、雑損控除などの相談・申告に適切
な対応ができるよう、随時受付しています。
◆問い合わせ先　二本松税務署
　　　　　　　　☎０２４３－２２－１１９２

【交付対象となる方】
　○新規登録される方　○ナンバーの交換を希望される方
　※ ナンバー変更に伴い、自賠責保険の変更手続きが必要となる場合

がございますので、詳しくは、ご加入の保険会社にご確認ください。
【交付場所】
　○本宮市役所市民課　○白沢総合支所市民福祉課
【対象車種】
　・原動機付自転車　排気量50㏄以下 （白色）
　　　　　　　　　　排気量90㏄以下 （黄色）
　　　　　　　　　　排気量125㏄以下 （桃色）

　・小型特殊自動車 （緑色）
　・原動機付ミニカー （青色）
【手数料】　無料
【必要なもの】
　○新規登録をされる方→ 印鑑、販売証明書など車名お

よび車体番号がわかる書類
　○交換を希望される方→印鑑、旧ナンバープレート
【注意】　希望の番号を選ぶことはできません。
◆問い合わせ先
　税務課　市民税係　☎３３－１１１１（内線１６５）

　工業統計調査は、工業の実態を明らかにすることを
目的に、平成24年12月31日現在で、製造業の事業所数、
従業員数、製造品出荷額や原材料使用額などを調査す
るものです。
　製造業を営む事業所へ、12月下旬に統計調
査員が調査票への記入のお願いに伺いますの
でご協力をお願いします。
◆問い合わせ先　政策推進課　行政経営係
　　　　　　　　☎３３－１１１１（内線２２０）

東日本大震災により
　住宅などに被害を受けられた方へ

本宮市のご当地ナンバープレートを交付します！本宮市のご当地ナンバープレートを交付します！

工業統計調査にご協力をお願いします

　平成25年１月４日㈮から本宮市ご当地ナンバープレートを交付します。このナンバープ
レートは、市民の皆様に本宮市への愛着を深めていただくとともに、動く広告として「福
島のへそのまち」本宮市を広く PRし、市のイメージアップを図るため作成しました。
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悩み事の解決方法、専門家に聞いてみませんか

予約受付：平日 9 時～ 17 時 
二本松市本町 1丁目60-2 
（旧自治センター）

※1　行政書士・社会福祉士・社会保険労務士
※2　税理士・建築士・土地家屋調査士

☎0503381-3803
二本松 相談時間 担当 月 火 水 木 金

● ● ● ● ●
●

●※１ ●※2

弁 護 士
司法書士
専 門 家

10時～16時

市営住宅の募集状況

※ただいま募集はしていません
◆問い合わせ先　建設課建築係　☎33－1111（内線145）

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

月　日 水道工事指定店 電 話 番 号
12月１日㈯ ㈲須藤住機工業 48-2357
12月２日㈰ ㈲浜野和水道 33-2788
12月８日㈯ ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
12月９日㈰ オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001･33-2412
12月15日㈯ ㈲光設工業所 48-2413･33-1895
12月16日㈰ ㈱ 小 山 設 備 33-3031
12月22日㈯ ㈲ 佐 藤 商 会 33-5875
12月23日㈰ ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
12月24日㈪ ㈲須藤住機工業 48-2357
12月29日㈯ ㈲浜野和水道 33-2788
12月30日㈰ ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
12月31日㈪ オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001･33-2412
１月１日㈫ ㈲光設工業所 48-2413･33-1895
１月２日㈬ ㈱ 小 山 設 備 33-3031
１月３日㈭ ㈲ 佐 藤 商 会 33-5875
１月５日㈯ ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
１月６日㈰ ㈲須藤住機工業 48-2357
１月12日㈯ ㈲浜野和水道 33-2788
１月13日㈰ ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
１月14日㈪ オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001・33-2412
※ 宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応とな
ります。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

平成24年11月１日現在

男　性 15,070人(  6)

女　性 15,753人(-11)

総人口 30,823人( -5)

世帯数 9,624世帯( 14)
（　）は、対前月比

件数 死者 傷者 郡山北警察署
本宮分庁舎より

（　）は
１月からの累計

本年 17(118) 0( 0) 20(135)
前年 10(107) 0( 1) 15(124)
増減 7( 11) 0(-1) 5( 11)
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漏水当番のお知らせ 納期のお知らせ

10月の交通事故発生状況

市のすがた

固 定 資 産 税 ３期

納期限
12月25日（火）

※ 口座振替をご利用の方
は、上記納期限の前日
までに、残高の確認を
お願いします。

国 民 健 康 保 険 税 ６期
介 護 保 険 料 ６期
後期高齢者医療保険料 ５期
上 下 水 道 使 用 料 10・11月分
集 落 排 水 使 用 料 10・11月分
下水道受益者負担金 ３期
住 宅 使 用 料 12月分
住宅駐車場使用料 12月分
保 育 所 保 育 料 12月分
幼 稚 園 保 育 料 12月分
放課後児童保育料 12月分

高松市長に善意を手渡す東京しらさわ会と東京あだたら会
の皆さん。左２人目から国分元基東京しらさわ会長、国分
守さん（しらさわ会）、福本賢太郎さん（あだたら会）、
渡辺洋さん（しらさわ会）、川名政尚さん（しらさわ会）

高松市長に善意を手渡す
成田光和 小泉区長（左）
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保健衛生保健衛生だより保健衛生保健衛生だより保健衛生だより
種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所

4 カ 月児健康診査 平成24年８月１日～８月31日生まれ 12月20日(木) 13：00～13：30
えぽか

（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成24年２月１日～２月29日生まれ 12月５日(水) 13：00～13：30
1歳6カ月児健康診査 平成23年５月８日～６月６日生まれ 12月６日(木) 13：00～13：30
3 歳 児 健 康 診 査 平成21年８月５日～９月19日生まれ 12月19日(水) 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者
※プレママサークル同日開催（10：00～11：00） 12月12日(水) 9：30～11：00

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）または白沢保健センターでのみ発行しております。】

12月の健診日程

日曜 ･祝日当番医　診療時間 9：00～17：00 （昼休み 12：00～14：00） ※は、9：00～12：00

病院群輪番制日程表　◎夜間（18：00～翌日8：00）　●休日＋夜間（8：00～翌日8：00）

問い合わせ先　　●保健課　健康増進係（えぽか内） ☎６３－２７８０　　●白沢保健センター ☎４４－４１８８

月 12　　　　　　月 1　　　　　　月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
曜　日 土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火
枡記念病院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ◎ ●
枡　病　院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ● ◎ ◎ ◎
谷　病　院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎ ●
二本松病院 ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎

　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院
（上記の４病院）が輪番制で診療にあたるものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

12月２日（日）
渡 辺 医 院 【小児】（二本松市正法寺町）62－3000
（医）慈水会　みずのクリニック（二本松市根崎） 23－5158
（医）国 分 整 形 外 科 医 院（本宮市本宮字仲町）33－1088

12月９日（日）
佐 久 間 内 科 小 児 科 医 院（二本松市本町） 22－0570
（医）静 心 会 　 斎 藤 医 院（二本松市若宮） 22－0036
やなぎほり皮膚科クリニック（本宮市高木字平内）24－1028

12月16日（日）
土 川 内 科 小 児 科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
（医）成美会鈴木皮フ科クリニック（二本松市本町） 22－6877
（医）幹正会　よしだ内科（本宮市本宮字一ツ屋）63－2333

12月23日（日）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
（医） し か の 眼 科（二本松市油井） 62－2520
（医）落 合 会 　 東 北 病 院（本宮市青田字花掛）33－2588

12月24日（月）
（医）ダザイ胃腸科内科医院（二本松市表） 22－9255
（医）青 木 整 形 外 科 医 院（二本松市榎戸） 22－3103
（医）よしだこどもクリニック【小児】（本宮市高木字平内）34－6418

12月30日（日）
（医）慈水会　みずのクリニック（二本松市根崎） 23－5158
社 会 保 険 二 本 松 病 院（二本松市成田町） 23－1231
（医）慈 久 会 　 谷 病 院（本宮市本宮字南町裡）33－2721

12月31日（月）
みうら内科クリニック【小児】（二本松市羽石） 22－5512
（医）菊慈会　きくち整形外科（二本松市油井） 23－2627
池 田 眼 科 医 院（本宮市本宮字仲町）34－4100

１月１日（火）
野 地 眼 科 医 院（二本松市若宮） 23－0024
（医） 三 浦 内 科 医 院（二本松市亀谷） 23－3883
（医）上遠野内科医院【小児】（本宮市本宮字荒町）33－5866

１月２日（水）
（医）かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
岩代国民健康保険診療所（二本松市百目木） 56－2461
吉 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院（本宮市本宮字万世）34－1330

１月３日（木）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
野 地 眼 科 医 院（二本松市若宮） 23－0024
（医）国 分 整 形 外 科 医 院（本宮市本宮字仲町）33－1088

１月６日（日）
（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】（二本松市油井） 22－0174
本田レディスクリニック（二本松市本町） 22－0301
本 宮 市 国 保 白 岩 診 療 所（本宮市白岩字田中）44－2008

１月13日（日）
（医）土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡） 22－0035
さ く ら ク リ ニ ッ ク（二本松市藤之前） 62－3931
（医）慈 久 会 　 谷 病 院（本宮市本宮字南町裡）33－2721

１月14日（月）
東 和 ク リ ニ ッ ク【小児】（二本松市針道） 66－2122
（医）安斎内科胃腸科医院（二本松市若宮） 22－3001
い し わ た ク リ ニ ッ ク（本宮市荒井字東学壇）63－2826

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を
持って受診されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。
　【小児】は、小児科の当番医療機関
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▲エース　安田伸吾投手
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チーム代表　遠藤登喜男
　　監　督　菅野靖彦（高木）
　　コーチ　国分孝寿（糠沢）
　　コーチ
　　兼選手　原田　長（本宮）

　　主　将　三浦篤志（本宮）
　　投　手　遠藤剛司（本宮）
　　投　手　安田伸吾（高木）
　　投　手　本田　誠（和田）
　　投　手　中野孝広（本宮）

捕　手　渡辺義人　　（白岩）
捕　手　田中悠嗣　　（稲沢）
内野手　三浦正昭　　（本宮）
内野手　根本義之　※（二本松市）
内野手　遠藤義輝　　（本宮）
内野手　渡辺広樹　　（白岩）
内野手　橋本　隆　※（郡山市）
内野手　大内　圭　　（長屋）
内野手　渡辺真也　　（和田）
内野手　根本幸成　※（福島市）

内野手　鈴木雅美（長屋）
内野手　渡辺　学（和田）
内野手　渡辺勇樹（長屋）
外野手　三瓶勝也（高木）
外野手　渡辺好典（和田）
外野手　渡辺　徹（白岩）
外野手　国分　悟（糠沢）
外野手　鹿野和明（和田）
外野手　渡辺圭人（白岩）
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※ふるさと選手


